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令和２年度 政務調査研究報告書  （様式Ｃ）

会 派 名 日本共産党 支出伝票№

事 業 名 市民アンケート調査結果報告

事業区分（該当へ○）
①調査研究費 ②研修費   ③広報費   ④広聴費 ⑤陳情等活動費 
⑥会議費 ⑦資料作成費 ⑧資料購入費 ⑨人件費 ⑩事務所費

(１) この事業の目的：どんな課題を解決するため あるいは誰・何を対象に何を意図するのか
・コロナ禍の中、市民のくらしや市への要望等意識調査、またリニア新幹線計画についてもご意見をいただき、市

議団の政策に反映させていく。

(２) 実施概要

調査・研修の場合の

実施日時と

訪問先・主催者

日時 訪問先・主催者等
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報

告

内

容

・

実

施

し

た

こ

と

１、以下のようなアンケート調査用紙を飯田市内およそ２万戸へ投函し、2月 10日現在約２００通余の

回答いただきました。
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２、結果（2021年 2月 10日現在の集計結果） 

（１）「市へのご要望」の結果  下表のような結果となった（合計回答数の高い順） 
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（２）「くらし向き」の結果 
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（３）リニア新幹線について 

①ご意見の傾向 

 およそ 100人からの回答あり、傾向として、①推進希望：３６、②反対：４２、③どちらか不明また

はどっちでも２５、およそ三つに分かれる傾向。 

②代表的な意見より 

●賛成意見(抜粋)

・私はネガティブなイメージよりポジティブなイメージのほうが強いです。ネガティブな点をどう解

決ができるかを考えていただければと思います。ただ反対するのではなくどの党とも協力して飯田市を

より良くして頂けたらありがたいです。

・リニアが通り駅ができて飯田が活気ある街にする事は期待したいです。どうしても交通面での弱み

が、孤立した場所というイメージが付きやすいと思います。唯、飯田市下伊那、敷いては長野の自然豊か

な環境に守り続けて欲しいと思います。

●反対意見

・出来るんでしょうか？または生きているうちに乗れるんでしょうか？東京集中→地方に分散の施策

が完成すればよいが、まず国の機関が動くことから始めよう！

・必要性を感じません。大鹿の美しい村は台無しになり、維持してくれた方も村を去られたり、

残土の処理も問題があります。地下トンネルが地上に影響を及ぼすことが本当にないのでしょうか

（東京のように）安全性にも疑問があります。地震の時どう脱出するのでしょう。

●中間意見

・自然を切り崩すのが気になりますが、楽しみです。

・佐藤市長の飯田線の接続新駅建設は費用対効果の面から必要ないとのお考えに賛成いたしま

す。

感
想
（
ま
と
め
）・
市
に
活
か
せ
る
こ
と
等

・要望事項を見ると「医療介護の充実」は高齢になるに従って高くなる傾向、子育てはや
はり若い世代が高くなる傾向がはっきりしている。高齢者世代では高齢者福祉、若い世代
では子育て支援を求める声が多い。これは、消費税１０％になると同時に保育料が無償化
になったが、しかし若い世代の所得が上がっていない状況があると思われる。

・リニアに関する意見は賛成、反対、中間の三つに分かれる傾向

（３）この事業実施後の対応及び方向性 

・会派の次年度予算案に関する提言の参考とする。

・会派として調査継続中。
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